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一 般 質 問 　 　主な質問と答弁

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

庁
内
検
討
委
員
会
・
窓
口
分
科
会
で
検
討

　
市
民
要
望
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す

市民生活への影響に配慮
公共料金の見直し
経済情勢を踏まえ判断

本
人
通
知
制
度
の
導
入

課
題
整
理
の
結
果
は

市
民
セ
ン
タ
ー
主
導
で

地
域
の
課
題
解
決
を

夏
季
の
体
感
治
安
対
策

今
後
の
取
り
組
み
は

公
共
施
設
の
統
廃
合

効
率
的
な
行
政
運
営
を

よりわかりやすい窓口を目指して検討を進める＝市役所新館

現在改訂作業が進められている藤沢市地域防災計画

武
藤　

正
人（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

現
在
の
市
役
所
本
庁
舎

に
お
い
て
、
課
名
表
示
だ
け
で

は
業
務
内
容
が
わ
か
り
に
く
い

課
が
あ
る
が
、
利
用
す
る
市
民

の
た
め
に
、
わ
か
り
や
す
い
表

示
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

市
民
が
多
く
利
用
す
る

課
に
つ
い
て
は
、
課
ご
と
に
工

夫
を
凝
ら
し
、
業
務
内
容
等
を

わ
か
り
や
す
く
表
示
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
工
夫
が
必
要
な
課

に
つ
い
て
は
、
色
分
け
や
業
務

内
容
表
示
な
ど
を
行
い
、
市
民

に
と
っ
て
よ
り
わ
か
り
や
す
い

表
示
を
し
て
い
く
。

　

来
年
度
以
降
、市
役
所
本
館
、

東
館
を
初
め
各
分
庁
舎
等
の
建

物
の
取
り
壊
し
に
よ
っ
て
近
隣

の
ビ
ル
等
に
移
転
す
る
課
に
つ

い
て
は
、
そ
の
移
転
先
で
業
務

内
容
も
含
め
た
課
の
表
示
に
つ

い
て
再
度
検
討
を
行
う
。

　

ま
た
、
今
後
の
新
庁
舎
建
設

に
あ
わ
せ
て
、
本
庁
舎
全
体
で

子
ど
も
を
守
る
防
災

具
体
的
な
取
り
組
み
を

実
施
し
、
地
域
住
民
が
無
関
心

で
は
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
で
、
迷
惑
行
為
等
の
抑

止
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
や
防
犯
カ

メ
ラ
を
新
た
に
設
置
す
る
地
元

商
店
会
の
防
犯
対
策
に
あ
わ
せ

て
、
客
引
き
行
為
の
禁
止
を
効

果
的
に
周
知
す
る
た
め
の
看
板
、

横
断
幕
等
の
設
置
を
考
え
て
い

る
。
設
置
場
所
や
表
示
内
容
に

つ
い
て
は
、商
店
会
や
自
治
会
・

町
内
会
、
防
犯
関
係
団
体
及
び

藤
沢
警
察
署
と
協
議
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
く
。

 

・
公
民
館
が
、
地
域
住
民
の
意

見
や
要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
地

域
の
課
題
や
実
情
の
把
握
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
防
災
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
高
齢
者

施
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
個
々
の
課
題
に
つ
い

て
、
全
市
的
な
取
り
組
み
と
歩

調
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
お
い

て
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民

館
が
、
本
庁
関
係
各
課
な
ど
と

の
横
断
的
な
調
整
等
に
主
導
的

に
か
か
わ
り
を
持
つ
中
で
、
課

題
に
よ
っ
て
は
市
民
セ
ン
タ

ー
・
公
民
館
と
本
庁
の
関
係
課

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
、市
民
セ
ン
タ
ー
長
、

公
民
館
長
を
中
心
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
緊
急
性

を
考
慮
し
て
可
能
な
も
の
か
ら

一
刻
で
も
早
く
着
手
し
、
備
蓄

強
化
等
を
踏
ま
え
、
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

原
田　

伴
子（ア

ク
テ
ィ
ブ
藤
沢
）

質
問　

地
域
の
要
望
を
最
大
限

に
具
体
化
す
る
た
め
に
、
住
民

に
と
っ
て
一
番
身
近
な
市
民
セ

ン
タ
ー
が
主
導
的
に
課
題
を
解

決
す
る
役
割
と
責
任
を
担
う
体

制
を
と
り
、
本
庁
は
そ
れ
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー
が
横

断
的
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
組
織
編
成
と
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞

き
た
い
。

答
弁　

地
域
の
諸
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
に
、
地
域
の
行
政

拠
点
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
で
も
あ
る
市
民
セ
ン
タ
ー 

制
度
構
築
し
た
上
で
、
不
正
取

得
事
件
に
対
し
て
早
期
の
対
応

を
図
っ
て
い
く
。

加
藤　

な
を
子

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

巨
大
地
震
を
想
定
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
政
策

を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い

る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

本
市
で
は
藤
沢
市
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
小
中
学

校
に
お
い
て
は
、
各
校
で
独
自

に
学
校
防
災
計
画
を
作
成
し
、

避
難
訓
練
や
防
災
教
育
の
年
間

計
画
、
災
害
時
の
児
童
生
徒
へ

の
対
応
、
防
災
組
織
と
の
協
力

な
ど
災
害
発
生
時
に
お
け
る
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
、
防
災

教
育
や
防
災
訓
練
を
通
じ
て
、

通
学
路
の
安
全
点
検
、
校
内
の

避
難
経
路
や
避
難
場
所
の
明
確

答
弁　

本
人
通
知
制
度
に
つ
い

て
は
、
戸
籍
証
明
書
や
住
民
票

の
写
し
な
ど
を
本
人
の
代
理
人

や
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、

事
前
に
登
録
し
た
本
人
へ
交
付

し
た
事
実
を
知
ら
せ
る
「
事
前

登
録
型
」
と
、
不
正
取
得
さ
れ

た
事
実
が
判
明
し
た
場
合
に
被

害
者
へ
通
知
す
る
「
事
実
告
知

型
」
が
あ
る
。

　

課
題
整
理
の
結
果
、「
事
前

登
録
型
」
を
導
入
す
る
場
合
、

シ
ス
テ
ム
改
修
の
費
用
が
必
要

と
な
る
こ
と
、
被
害
者
が
事
前

に
登
録
し
て
い
な
い
と
不
正
取

得
さ
れ
た
事
実
が
確
実
に
通
知

さ
れ
な
い
等
の
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、

被
害
に
遭
っ
た
全
て
の
当
事
者

に
通
知
す
る
「
事
実
告
知
型
」

の
本
人
通
知
制
度
を
導
入
す
る

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

今
後
は
、
課
題
整
理
等
の
検

討
内
容
を
踏
ま
え
、
個
人
情
報

保
護
条
例
及
び
情
報
公
開
条
例

に
則
し
た
規
定
整
備
を
行
い
、

て
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
く
。

統
一
し
た
表
示
デ
ザ
イ
ン
と
な

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

窓
口
業
務
等
で
市
民
と

接
す
る
機
会
の
あ
る
職
員
が
把

握
し
て
い
る
、
表
に
出
な
い
要

望
等
を
分
析
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
に
つ
な
げ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

現
在
、ハ
ー
ド
面
で
は
、

各
課
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
窓
口
の

配
置
な
ど
に
つ
い
て
、
新
庁
舎

建
設
の
最
重
点
項
目
と
し
て
、

庁
内
検
討
委
員
会
の
中
に
設
置

さ
れ
た
窓
口
分
科
会
を
中
心
に

検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
面
で
は
、
今
年
度
の
組

織
改
正
に
お
い
て
福
祉
部
門
に

福
祉
総
合
相
談
支
援
担
当
を
設

け
る
な
ど
、
各
課
の
横
の
連
携

を
強
化
し
、
庁
舎
が
分
散
配
置

と
な
っ
て
い
る
現
状
に
お
い
て

も
、
で
き
る
限
り
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
、
市
民
の
要
望
等
の
把
握

と
分
析
を
徹
底
し
、
本
庁
各
課

だ
け
で
な
く
、
出
先
機
関
も
含

め
た
全
庁
的
な
取
り
組
み
と
し

脇　

礼
子（

か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　

戸
籍
証
明
書
等
の
不
正

取
得
が
全
国
的
に
ふ
え
て
い
る

状
況
を
受
け
て
、
本
人
の
同
意

な
く
第
三
者
が
戸
籍
証
明
書
等

を
取
得
し
た
こ
と
を
、
行
政
か

ら
本
人
に
伝
え
る
本
人
通
知
制

度
を
導
入
す
る
自
治
体
が
ふ
え

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

制
度
の
構
築
に
向
け
て
課
題
整

理
と
検
討
を
進
め
て
き
た
と
の

こ
と
だ
が
、
制
度
導
入
に
つ
い

て
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

化
な
ど
、
日
常
的
に
児
童
生
徒

の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。

質
問　

防
災
備
蓄
品
や
整
備
体

制
の
強
化
に
具
体
的
に
取
り
組

む
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を

守
る
防
災
対
策
を
優
先
し
て
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
弁  

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

政
策
を
具
体
化
す
る
上
で
は
、

小
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に

学
校
防
災
計
画
を
定
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
長
部
局
と
教
育

委
員
会
と
の
役
割
分
担
を
明
確

化
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
連

携
を
強
化
し
、
学
校
現
場
で
何

が
必
要
な
の
か
を
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
地
震
・
津
波
対

柳
沢　

潤
次

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

今
年
は
三
年
に
一
度
の

公
共
料
金
の
見
直
し
の
年
だ
が
、

使
用
料
が
無
料
の
施
設
を
有
料

に
す
る
基
準
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

無
料
の
施
設
で
も
有
料

施
設
と
同
様
に
管
理
上
の
コ
ス

ト
が
生
じ
て
い
る
。
利
用
者
に

受
益
が
あ
る
と
判
断
で
き
る
場

合
は
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
も

と
に
算
出
し
た
基
準
料
金
に
、

類
似
施
設
の
有
料
化
の
状
況
や

立
地
条
件
に
よ
り
異
な
る
設
備

投
資
経
費
等
、
そ
の
施
設
の
利

用
状
況
や
管
理
体
制
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
有
料
化
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

現
在
の
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、

値
上
げ
前
提
の
見
直
し
は
避
け

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
弁　

見
直
し
に
つ
い
て
は
、

受
益
と
負
担
の
適
正
化
と
、
社

会
的
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と

を
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
が
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
十
分
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
、
基
準
料
金
と
現
行
料

金
と
の
乖
離
幅
の
大
き
な
使
用

料
、
手
数
料
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
く
が
、
市
民
の
生
活

実
態
と
し
て
、
好
況
感
を
実
感

で
き
る
経
済
情
勢
に
は
至
っ
て

い
な
い
と
の
認
識
を
も
と
に
、

改
定
に
当
た
っ
て
は
市
民
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
第
一
に
考
え
、
消

費
税
増
税
の
影
響
も
見
据
え
な

が
ら
、
経
済
情
勢
な
ど
総
合
的

な
見
地
か
ら
判
断
し
て
い
く
。

友
田　

宗
也（み

ん
な
の
党
藤
沢
）

質
問　

藤
沢
駅
周
辺
で
の
強
引

な
客
引
き
行
為
に
よ
り
逮
捕
者

が
出
る
な
ど
、
駅
前
の
体
感
治

安
が
悪
化
し
て
い
る
傾
向
が
あ

る
。
夏
季
は
海
水
浴
客
な
ど
駅

松
長　

泰
幸（ふ

じ
さ
わ
自
民
党
）

質
問　

公
共
施
設
の
建
て
か
え

前
の
利
用
客
が
大
幅
に
増
加
し
、

客
引
き
行
為
な
ど
が
活
発
に
な

る
実
態
も
あ
る
。
こ
の
現
状
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

藤
沢
駅
周
辺
に
見
ら
れ

る
迷
惑
な
客
引
き
行
為
は
神
奈

川
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
に
違

反
す
る
と
認
識
し
て
お
り
、
藤

沢
警
察
署
で
は
、
こ
の
条
例
に

基
づ
き
、
違
法
な
客
引
き
行
為

を
し
た
者
の
検
挙
を
行
っ
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
警
察
と

連
携
し
て
、
自
治
会
・
町
内
会

や
防
犯
関
係
団
体
を
中
心
と
し

た
夏
の
繁
華
街
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
迷
惑

な
客
引
き
行
為
を
牽
制
す
る
と

と
も
に
、
環
境
浄
化
に
対
す
る

住
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
パ
ト
ロ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に

に
当
た
っ
て
は
、
建
物
の
必
要

性
な
ど
を
抜
本
的
に
再
検
討
し
、

最
少
の
財
政
支
出
で
済
む
よ
う

合
理
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

市
内
十
三
地
区
を
見
直
し
、
市

民
セ
ン
タ
ー
を
統
廃
合
す
る
こ

と
で
、
行
政
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

現
段
階
で
市
民
セ
ン
タ

ー
の
統
廃
合
は
考
え
て
い
な
い

が
、
効
率
的
な
行
政
運
営
と
い

う
視
点
か
ら
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
を
検
証
し
て
職
員
の

効
率
的
な
配
置
を
行
う
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

　

今
後
の
市
民
セ
ン
タ
ー
の
改

築
の
際
に
は
、
地
区
内
の
周
辺

公
共
施
設
と
の
複
合
化
に
よ
る

土
地
、
施
設
の
高
度
利
用
の
可

能
性
等
を
含
め
て
総
合
的
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

組
織
の
仕
組
み
や
業
務

の
合
理
化
を
図
り
、
Ｉ
Ｔ
な
ど

の
先
端
技
術
を
活
用
す
れ
ば
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
な
く
公
共
施
設
の
数

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

公
共
施
設
の
運
営
に
伴

う
財
政
負
担
と
い
う
観
点
で
は
、

効
率
的
、
効
果
的
な
組
織
体
制

や
人
員
配
置
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
事
務
の
合
理
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
年
度
中
に
公
共
施
設
の
再

整
備
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

方
を
ま
と
め
、
計
画
的
な
修
繕

等
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
縮
減

と
長
寿
命
化
を
図
り
、
中
長
期

的
な
財
政
支
出
の
削
減
と
平
準

化
に
努
め
て
い
く
。


